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里山里海の生物多様性を

活かす地域創生 

（公財）日本自然保護協会参与・千葉県立中央博物館館友（元副館長）

中村俊彦



１．房総の豊かな生物多様性と里山里海 
２．里山里海の変貌と課題 
３．子どもたちの未来への地域創生 

里山里海の生物多様性を    

活かす地域創生 



九十九里の川を昇る
南限域のサケ

館山湾の北限域の      
造礁サンゴ  

落葉広葉樹（夏緑樹） 
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常緑広葉樹（照葉樹）の
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１．房総の豊かな 
生物多様性と 

里山里海
日本の海 （経済的排他水域） の  

生物の種数は世界一 
32,900種 （世界の14.6%）



東京湾の盤洲干潟 

谷津田（千葉市下大和田） 

房総の里海を育む 
海辺の多様性

館山湾の岩礁海岸 外房のリアス式海岸 

九十九里の砂浜とラグーン 

(c)東京情報大学



多様な魚貝類 

seafood 

マイワシ 真鰯 

カタクチイワシ 片口鰯 

ウルメイワシ 潤目鰯 



こ
は
や
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豊かな    
九十九里の 
里海が育む 

イワシ文化

千葉県の自然誌本編８：変わりゆく千葉県の自然 第２章農山漁村的かかわり ３九十九里浜のくらし

かつての九十九里町立いわし博物館の万祝

さんが

いわし酢漬け

広重「六十余州名所図九十九里浜」



多様な魚貝類

seafood 

マイワシ真鰯

カタクチイワシ片口鰯

ウルメイワシ潤目鰯

ハマグリ

現在の貝
片貝や下貝塚の地名 



数千年前の
貝塚



縄文の昔から人々の豊かな生活を支えてきた

シカの角で造られた銛や釣り針

荒海川表遺跡





数十万年前 
の貝化石



貝層や砂層の地下貯水タンク
からの湧き水



常総粘土層
（難透水層・火山灰の水中堆積） 

関東ローム層     
（3～6ｍ） 

黒ボク土

下総層群  
（150ー250ｍ） 

下総台地の地層 

水タンク

水タンク 湧水

湧水
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深川の干鰯場

九十九里
のイワシ

各地の金肥



里山里海（里山海） 
の素晴らしさ

人々の生活・生業による

自然環境と生物・生命の

多様性と連続性が

もたらした

生態系サービス豊かで

自立し循環する

持続可能な生態系

（中村俊彦.2004） 

太平洋 




